
 

一見、体調の良い時期が続きますが、 

心臓や脳に障害が起こり、

日常生活が営めなくなります。 晩期 

梅毒トレポネーマという細菌が、 

性的な接触により感染。 

ごくまれに、皮膚や粘膜の傷から感染

することがあります。 

感染 

一見、体調の良い時期が続きますが、 

全身で炎症が進行 
します。 

潜伏

梅毒 

手や腕、足の裏、体に 

赤い発疹（バラ疹） 
ができます。 

早期 

Ⅱ期 

菌が入った所に 

硬いしこり（初期硬結）
ができます。 

早期 

Ⅰ期 

３～６週間 

感染から４～10 週間 

Ⅱ期の症状が消失するころから 

感染から数年～数十年 

 

 

採血をして、２種類の抗体を調

べます。 

感染の約４週間後から、検査で

わかるようになります。 

 

 

抗生物質による治療です。症状が

あるときは早めに、皮膚科、泌尿

器科、性病科、婦人科などを受診

してください。再感染を防ぐため、

パートナーと一緒に完全に治療を

することが大切です。 

 

 

感染している人との性的接触

を避けることが基本です。特に

Ⅰ期とⅡ期は感染力が強いの

で注意が必要です。コンドーム

の適切な使用は、感染のリスク

を減らすことができます。 

どんな検査をするの？ 治療は？ 予防法は？ 

●次第に中央がえぐれて潰瘍（硬性下疳）

になります。 

●通常１個ですが複数できることもありま

す。 

●足の付け根や首のリンパが腫れることが

あります。 

●放置しても２～３週間で消えますが、病

気は進行しています。 

●発疹は数週～半年であとを残さずに消え

ますが、病気は進行します。 

●風邪のような症状や、性器周辺にいぼ状

のものができたり、口の中の粘膜に斑状

のものができたりと、いろんな症状があら

われます。 

 

●無治療の場合、約１/３が晩期へ進みま

す。 

 

●皮膚や内臓に、ゴム腫と呼ばれる硬いし

こりができます。 

●失明や、認知症のような症状が出ること

もあります。 

 

梅毒トレポネーマの電子顕微鏡像 
（国立感染症研究所感染症情報センターHP より抜粋） 
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